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「京の内」跡遺構配置図（朱色の枠内が造構掲載範囲）

第 21表第皿期 SK01(SA19・SA20・SA28) 遺構観察表

地区 残存長 石稚み
石のサイズ

遺構番号 残存幅
性格・形状・エ法・機能の推定時期

主軸方位 種 類
幅 備 考

など 厚 み （関連迫構・迫楠の重複）
挿図番号 残存高 根石勾配

控え長

琉球王国時代の倉庫の一部で、火 SA19(階段の東側側面石積
災により一括で焼けた多昂の追物が み）、 SA20(倉庫の西壁）、 S
堆和。倉庫の平面観は南側に階段 南北の主軸 A28(階段）を当初個別の石

B-15 
2m90cm を設骰した歪な「h」の字状。岩盤を はSA19とS 和みとして発掘調査を実施し

SKOl 
2m47cm 平坦（起伏があり雑な仕上げ）に成 A20の方位と た結果、倉庫跡と判断された

第32・44囮
深さ 形した面となっている状況やSA19 同じ。東西は 為、最終的に倉庫内部より出
45cm の石租み直下の栗石から判断すると SA28の方位 土した遺物を正確（周辺遺構
床下となる可能性が高いものと思慮 と同じ。 から迫物の混入防止の為）に
される。 1459年の失火による火災で 把握する目的で、 SKOlとして
機能を終える。 名称を付した。

B-15 lm17cm 
琉球王国時代の倉庫階段の東側側

22~36cm 
SA20(倉庫の西壁）とほぼ同

SA19 39cm 
面の縁石。 南北方向に短く残る。岩

N24° 15'E 
切り石積み

20~26cm 
一方向にある階段の東側側

第32・44固 65cm 
盤上に基礎となる野面石や栗石を敷 90° 

34~39cm 
面の石積み(SA28)。SA20、

いてから石租みを設置。 15C中頃。 SA19と関連。

琉球王国時代の店庫西側の壁の石 SA19(階段の東側側面石租
租み。南北方向に延ぴているが、両 み）、 SA28(階段）と切り合っ

B-15 3ml7cm 端が欠落。岩盤の一部を成形した後
切り石積み

14~5lcm て併存。SA19とほぼ同一方
SA20 50cm に、直接岩盤上から石稼みを施す。 N22° 15'E 90° 

8~33cm 向。SA20の壁石積みは火災
第32・44図 63cm 石和みは小振りの切り石を多用し、 27~39cm で火熱を受けて脆くなり、橙

石籾みに横目地がとおる箇所が存 色に変色する石が目立ってい

在する。15C中頃。 る。

琉球王国時代の倉廊へ下って入る

ための階段。岩盤や造成土の上から
小振りの粗加工の切リ石を用いて階

SA19(階段の東側側面石積
B-15 2m25cm 段の踏み右とする。階段の段数は三

切り石積み
24~36cm 

み）・SA20(倉庫の西壁）と直
SA28 lm03cm 段を数えた。SA28の階段は現存す N64° 00'E 

90° 
15~25cm 

接関連。階段の二段目の勾
第32・44図 47~70cm る最上段でSA20(壁石栢み）とは直 24~42cm 

角の関係にあり、かつ、 SA19ともほ
配は7゚ 外側に傾く。

ぽ直角の関係にある。計画的に設計

された倉庫とみられる。 15C中頃。
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表土陪・・・芝及び腐菊土

第1翔・・・ 淡褐色混歴土層（客土）

第2~~・・・ 暗褐色浪歴土~~(客土）

第3陪・・・ 白色砂料（平成2年の客砂）

第4m・・・ 暗祀色土陪
第5~ - ー・ 茶褐色混歴土附

第6/0・・・ 暗褐色混歴土居(SA31の基礎土盤）

第7陪・・・ 赤色土翔（造成土）

第B>.1・・・ 黄褐色礫殷(SAISの根石を安定させた土盤材
および碁礎土盤）

第9陪・・・ 県祀色土陪（研鹿瓦の破片を多く含む包含陪）

第10陪・・・ 暗褐色況礫土m(第2附より黒昧を帯びた土陪で

本荊をSK02と仮称）

第llWi ・・ ・ 暗褐色土~~
第12陪・・・赤祀色土陪（地山）
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第44固 8-15土壊SK01(石積みSA19•20 、 SA28) 平面及び層序
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図版49 上： B-15 
下：同上
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二．第W期 (15世紀後半~16世紀初頭）．（第45図）

IV期は石和みと建物に伴う辿構の二種類が存在するようである。石和みはSA04、SA35 (第 46 固• 第22

表。図版52~ 54)、SA05 -B (外面） ・（内而）。SA05-B (外面：切り石積み。1人」面：野面積み。第47図・

第23表。図版55~ 57)、SA07・SA 12 (野面梢み）、 SA11 (第 48 罰 •第 24 表。 図版 58~ 64)、SA14 (第

49 図 •第 25 表。 図版 65) 、 SA 27・SA 30 (第 50 図 •第 26 表。 図版 66~ 68)の10基であり、 SA05 -B (内而）

とSA12を除いた8基は切り石積みであった。これらの石積みで両面（外面 ・内面）が確認されのは、 SA05 

-B (外面）・（内面）と SA07・SA 12の4基（内外面の2基で、一組の石積みが成立したと考えた場合。2

基で一つの石栢みとなる）が確認されている。その他、 6基の石和みは片面のみ残存するものであった。

これらの石梢みについて、方位軸で考えると東西方向に延びた石梢みは5基〔SA04、SA05 -B (外面）・（内

面）、 SA14、SA27〕であった。その内のSA05 -B (外面）・（内面）を 1基と数えると実質的に4基となる。

南北方向に延びる石和みについてはSA07・SA 12、SA30の3基が検出されている。その内、 SA07・ 

SA 12は2基で一つの石積みとなる事から実数は2基となる。

参考までに上記した石積みの中でSA14は次の第V期まで使用されている可能性が高い。

次に構築物の縁石や礎石を石敷きで回廊様に敷き並べて遺構がこの時期に 2基存在（第51~55 図 •第 27 · 28 表。

図版69~ 73)し、追構が重複（吊位による新旧関係が確認された事から）して存在する。構築物に伴うこれら
の追構を便宜的に石敷き I期と II期の二時期（第51~ 54 図• 第28表）に分けた。石敷き I期（第52・53同）

の追構はSS 01・S S 03 -B、SS 02・S S 04 -Aの4基であるが、後者のSS 02・S S 04 -Aは石敷き

II期（第52・54図）でも再度使用している。石敷き II期（第54回）がSS 02・S S 04 -A、SS04-Bの

3基である。

当該逍描の検出直後は、 SS04-B(第54図）を石列SR02と考えSR02は建物のコーナ一部分の縁石と

捉えて、石敷きは建物中央に敷かれている事などから屋根の在る渡り廊下などの施設（註 11・12)を考えていたが、

今回の整理・検討の結果、石敷き追構は独立した単体のものが直複し、 二時期に分けられることが確認された。

当該石敷き逍構の用途は不明である。当該逍構の類似例の報告がないため判断に苦慮するところであるが、構

築物の規模（第28表）などから椎定すると南北軸の礎石間の距離が65cm(石敷き I期）と 95cm(石敷き II期）

と幅が狭い事などから礎石に梁や桁を通した盆栽棚（礎石を単独に使用する場合は盆栽台）。或いは、低式や1柑

事の際に使用する石火矢の発射台などを考えているところである。

なお、石敷き及び礎石の中には竪痕や刻印（第55・56図）が施されているものがあった。石敷きの繋痕は第

56図1~3・5・6・8の6点、石敷きへの刻印が第56図4の1点。礎石への刻印は1点（第56図7・第51図）

であった。

註および引用文献

註11.沖縄県文化財関査報告沿第132集 「首星城跡ー京の内跡発掘隅査報告魯 (I)-J沖縄県教育委員会1998年3月。
註12.伊従勉（第四節京の内・ 杏院鎖之l:tJの追構）「第5翔逍構からみる古琉球の首里城」 「沖縄県史J各論紺第三巻古琉球沖縄県教脊
委員会 2010年2月。
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第w期 (15世紀後半~16世紀初頭）
石積みSA04(外面）、SA05-B(内面 ・外面）、SA07(外面） ・SAll・SA12(内面）、SA14、SA27(外面）、 SA30(外面）
石敷きSSOl(石敷きのみ）、SS02(石敷きと縁石）、SS03-B(石敷き、縁石、礎石）、SS04-A・B(石敷き、縁石）

9
8
8
 

念
t
/
.

第45図京の内北地区第w期(15世紀後半~16世紀初頭）遺構の推定復元
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「京の内」跡遺構配置図（朱色の枠内が追構掲載範囲）
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＇ 
第22表第w期 SA04、SA35 遺構観察表

地区 残存長 石和み
石のサイズ

性格・形状・エ法・機能の推定時期 福 備 考
迫構番号 残存幅

など
主軸方位 種 類

厄 み （関連迫梢・迫構の重複）
挿固番号 残存高 根石勾配

控え長

一番石は78°の勾配。SA35

C •D-10、 東西方向に途切れながら残存する の上位にSA04が存在する。

0-11 18m55cm 琉球王国時代の区画石租み。造成 切り石積み
25~56cm SSOl~SS03-B、SS04-A・

SA04 85cm 土の上から石積みを設置。比較的小 N93°30'W 81° 
12~18cm B、とほぽ平行関係に在る石和

第45・46図 30cm 振りの切り石を用いる。布和み崩れ。 30~52cm みで、時期も近く、時間差があ
15C末～。 まりない同時期のものとみられ

る。

当該石和み(SA35)の下位に
D-10・11 3m63cm 東西方向に存在した区画石積み。

切り石積み
19~44cm SA04の区画石積みが存在す

SA35 44cm 造成土の上から小振りの切り石を設 N77°10'W 
88° 

14~18cm る。周辺の他の遺構(SA04、S
第45 •46図 14cm 四。15C末～。 15~50cm SOl~SS03-B、SS04-A・

B)と主軸方向が異なっている。
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図版52 C•D-10、 D-11 SA04、SA35を西側上空より望む
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図版54 上 ：C・D-10、D-11SA04、SA35 東より西側を望む
下： 同上 SA04、SA35 南より北側を望む
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＇ 
第23表第V期 SA05-B 遺構観察表

地 区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時

石精み
石のサイズ

追構番号 残存幅
期など

主軸方位 種 類
幅 備 考

挿屈番号 残存凸 根石勾配
厚 み （関連遺構・遺構の重複）

控え長

第1I期のSA05-A(第30図）の外

B •C-10· 11 
面から内側に向かってlm前後の

第II期のSA05-A(第30
3ml6cm 

箇所から辿構検討の際に新たに
SA05-B 確認された琉球王国時代の区画

切り石和み。 14~48cm 図）、 第IV期SSOl~SS

（外面）
44cm 

石粗み。東西方向に延びるが第
N86°301 E 03-B、SS04-A・B(第

第45・47図
25cm前後

VI期のSD03(第79・80囮）を構築
14~44cm 51~54図）、第V1期のSD

した際に石和みの大半が除去さ
03(第79・80図）。

れたものとみられる。

第II期のSA05 A(第30図）の外
面から内側に向かって4m前後の
位置から検出され二列一組の石
精みで、東西方向に延びる。石籾

6m40cm 
みは削平された岩盤の上から野

B •C -10· 11 二列一組
面石を積み上げている。石積みは

第11期のSA05-A(第30
石和み

南側に傾斜した状態で検出されて
SA05-B いる。第1I期のSA05-Aの内面

野面石和み。 14~40cm 図）、 第W期SSOl~SS

（内面）
（最小35cm

石積みであると同時に当該W期の
N85°45'E 二列配置。 18~26cm 03-B、SS04-A・B(第

第45・47図
～最大76cm

時期にも利用された。追構検討の
64° 20~44cm 51~54図）、第VI期のSD

lm 
際に新たに確認された上記、区画

03(第79・80図）。

石積みの内面を有無確認で周辺
迫柄や岩盤の高さなどを検討した
結果、第1I期のSA05-A(内面）
を再度利用しているものと判断し

た。
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図版55 上： B•C-10• ·11 SA05-Bほかを南側上空より望む
下： 同上 SA05-B 南より北側を望む
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＇ 

図版56 上 ：B・C-10•11 SA05-B 西より東側を望む
下： 同上 SAOS-B 北より南側を望む
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図版57 上 ：B•C-10• 11 SA05-B 北より南側を望む
下： 同上 SA05-B 東より西側を望む

-219 -



「京の内」 跡遺構配置図 （朱色の枠内が追構掲載範囲）

第 24表第w期 SA07、SA11、SA12 遺構観察表

＇ 
地区 残存長
辿構番号 残存幅

性格・形状・エ法・機能の推定時期
主軸方位

など
挿図番号 残存高

主軸は南北方向に延ぴるが両端を
欠落した琉球王国時代の区画石和

B-13 4m90cm 
みで当該迫構が外面とするSA12が

SA07 70cm 
内面となる。大部分は地山の赤土を N2°00'W 

第45•48図 52cm 
掘り込んでから地山面から石積みを
おこなっている。南側のみ岩盤直上
から石積みをおこなっている。15C
末。

琉球王国時代後半頃の南北に延ぴ
ていた区画石稽みの一部で上記の
SA13と主軸方向が一致している

B•C-12 70cm が、石和み面（内面）がSA13と背中
SAll 25cm 合わせで反対であることから相関 Nl2°301 W 
第45・48図 （セット）関係にあった外面の石積み

は、既に消失している。岩盤と土盤
の上に切り石を設置。根石のみ検
出されている。16C~。

主軸が南北方向に延ぴる二列に配
置された野面石積みを主体とする。

B-12 l0m70cm 北端は第II期のSAOl(第25~)の
SA12 44~72cm 縁石を利用。南端で唯一の切り石 N1°451 W 
第45・48図 （幅92cmX控え長45cmX彫さ48cm)

が残存する。SAO!の栗石直上に野
面石積みを二列に設置。15C末。
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石積み
石のサイズ

種 類
幅
厚 み

根石勾配
控え長

29~79cm 
切り石積み

14~42cm 76° ・89° 
24~40cm 

切り石和み 36~41cm 
80° 59cm 

18~24cm 

野面と切り
16~36cm 

石を併用。
9~18cm 
30~44cm 

Tl • ~ 
0 !Om °% 

― 
備 考

, 0-10 
立
10 No.3 

囀

（関連逍構・遺構の重複）

SA12が区画石積みの内面で
SA07が外面である。

第II期のSAOl(第251&1)の西
端に南北方向に設囮された第
ll1期の大型の切り石(SA18-
A: 第41固）と第V期のSA13
（第58・60図）の主軸方向が同
一方向であることから南北に延
びた区画石積みの内面とみら
れる。当該以降と平行するとみ
られる外面の石和みは既に破
壊されていた。

SA07と平行する区画石和み。
SA07が外面でSA12が内面で
ある。両者の幅は465cm(SA07
：外面の復元ラインからSA12:
内面の二列配置の中央にある
復元ラインまでの直線距離）が
推定される。
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図版58 上： B・C-12•13 SAO?、SA11、SA12 西より東側を望む
下： B-13 SA07 南より北側を望む
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図版60 上： B-13 SAO? 北より南側を望む
下：同上 SAO?ほかを東より西側を望む
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＇ 

図版61 上： B-13 SAO? ほかを南より北側を望む
下： B・C-12 SA11 東壁ほかを西より望む
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図版62 上： B•C-12 SA11 西より東側を望む
下： 同上 SA11 東より西側を望む
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＇ 

図版63 上 ：B・C-12SA11 東より西側を望む
下： 同上 SA11ほかを北より南側を望む
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• 

~ 
図版64 上： B-12 SA12 北より南側を望む

下：同上 SA12 南より北側を望む
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が遣構掲載範囲）

第 25表第w期 SA14 遺構観察表

＇ 
地 区 残存長 石和み

石のサイズ
性格・形状・エ法・機能の推定時期 幅 備 考

辿構番号 残存幅
など

主軸方位 種 類
厚 み （関連遺構・返構の重複）

挿図番号 残存高 根石勾配
控え長

東西方向に直線的に延ぴる琉球王 一番石は勾配76゚ で、二番
国時代の区画石積みで両端が欠落 石の勾配が80゚ であった。第

B-14• 15 8m50cm する。東側は一部岩盤を利用する 14~60cm 
V期のSA06(第58・59図）と

SA14 lm35cm 
が大半は造成土の上から石積みを N68°451 W 切り石租み 20~34cm 

は直接は繋がらないが一連

第45・49・
おこなう。粗加工の切リ石を相方積 78° 

30~45cm 
の石租みとみられる。その

61-63区l みで石和みをおこなっている。当該 他、第V期のSA15(第61図）
石租みは第V期まで利用されてい の石積みがすり付けられてい

るようである。 15C末～。 る。
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・警

図版65 上段左： B-14•15 SA14ほかを南側上空より望む、上段右： B-14•15 SA14 東壁（西より）
中段 ： 同上 SA14 南壁・西壁（北より）、 下段 ： 同上 SA14 北壁（南より）
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）

＇ 
第26表第w期 SA27、SA30 遺構観察表

石積み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時 幅 備 考

迫構番号 残存幅 主軸方位 種 類
厄 み （関連迫構・迫構の重複）

挿図番号 残存高
期など

根石勾配
控え長

東西方向に延ぴる石積みでSA
粗加工の 16~49cm 

SA27よりも若干古く、切り石積み
B-16・17 2m40cm 30にすり付けられている。造成土

である。SA30と直交する形ですり
SA27 39cm の上から石積み。祖雑に加工され N69°30'W 切り石。 14~40cm 

付けられている。一番石から三番
第45 • 50因 lm29cm た切り石を相方様の石積みをおこ 74° 20~34cm 

石までの勾配は76゚ であった。
なう。15C末～。

一番石の勾配は93゚で、 SA27の
下之御庭（南北）方向に延ぴる石

石租みがすり付いている。SA30
B-16 lm69cm 

栢み。地山を掘り込んで造成士を
切り石積み

29~66cm は古絵図などからその延長線上
投入して土盤を安定させた後で石 N33°25'E 18~39cm に系駒座・用物座が存在することSA30 末検出
栢みを行う。丁寧に加工された切 89° 

未検出 から系図座・用持座の石栢みの一第45・50因 86cm 
り石で布積みする。15C末~19C

部である可能性もあるが判然とし
初頭まで継続か。

ない。
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図版67 上 ：B-16 SA30 東壁ほかを西より望む

下： B-16・17 SA27 南壁ほかを北より望む
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「京の内」跡遺構配置図（朱色の枠内が追椙掲載範囲）

第 27表第w期 S801、8S02、8S03-B、8S04-A、8S04-B 遺構観察表

＇ 
地 区 残存長 石 和み

石のサイズ

遺構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種 類
幅 備 考

挿図番号 残存高 根石勾配
肛 み （関連迫構・迫構の重複）

控え長

使途不明の構築物の周辺に敷かれた敷石迫構。

C-11 遺構の切り合い関係から当該遺構を石敷き 1期と SS03-B、SS02、SS04

SSOI 
2rn28cm した。造成土の上から長方形状に加工した細粒砂 細粒砂岩製 19~48cm -A(第53図）は一連の迫

第45・
lm20cm 岩（俗称：ニービの骨）製の敷石を配屈する。敷石 N96°00'W の敷石。 未検出 構である。特にSS03-B

51~53因
は9枚が残存する。細粒砂岩を板状に竪で仕上げ 29~84cm は当該迫梢の延長線J:.に
ている。南側は石灰岩製の縁石があり欠落してい あり軸方向が一致する。

る。15C末~I8C。

使途不明の構築物の周辺に敷かれた敷石遺構。 SSOl、SS03-B、SS04

C-11 
遺構の切り合い関係から当該遺構は二時期にまた -Aは一連の珀構である。

SS02 
2m87cm がって利用されている。石敷きは造成土の上から 細粒砂岩製 25~35cm 特にSS04-A(第54図）と

第45・
57cm 配爵される。敷石の素材は細粒砂岩製で板石（長 N96° 00'W の敷石。 7cm 繋がる迫構で主軸方向が

51~54囲
方形状）に加工したものを敷き並べている。12枚の 47~65cm 一致し、当該直構と共に石
板石が残存し、北側(4個）と南側(7個）には石灰岩 敷きII期まで再使用がな
製の縁石が残っている。 l5C末~l8C。 されている。

琉球王国時代の使途不明の構築物に伴う敷石迫

構。追構の切り合い関係から石敷き I期に含まれ
SSOl、SS02、SS04-A

C-10 
る。 当該追構も造成土盤の上から長方形状に加工

は一連の迫構.,SS03-B 
3m62crn した細粒砂岩製の板石を敷く。板石は24枚が残っ 細粒砂岩製 21~6lcm 

SS03-B 
98cm ている。東南隅で縁石に沿うように南側へ折れてい N96°00'W の敷石。 14cm 

の進成土の直下にSA05
第45・

る。石灰岩製の縁石(10個）と建物の礎石は南側に 23~62cm 
-A•Bの内面（第47図）の

51~53函 基礎となる野面石和み及
存在する。縁石の東端よりに礎石（縦62cm、横51

び裏込目石が存在する。
cm。第51・56図のような刻印が存在する）が位置す
る。 15C末~18C。

琉球王国時代の使途不明の梱築物に伴う敷石迫

C-10 
構。石敷きI1期に含まれ、石敷きの再利用がなさ

SS04-A 
lm15cm れている。 造成士の上に長方形状の板石を敷く。 細粒砂岩製 19~25cm SS02、SS04-Bとは一連

第45・
50cm 敷石は細粒砂岩（ニービの1f)製で、堅で仕上げて N96°00'W の敷石。 未計測 の迫構である。SS02と主

51~54図
いる。敷石は4枚程度が残っているが割れを数える 33~44cm 軸方向が一致している。
と9個となる。石灰岩製の縁石が敷石の南縁に沿う
ように7個残存している。 15C末~18C。

c-10 
琉球王国時代の使途不明の栴築物に伴う縁石追

SS04-B 
2ml3cm 梢。石敷きI1期の迫梢で縁石のみが残存する。そ

切り石積み。
20~36cm 

SS02、SS04-Aと関係す
第45・

39cm の平面観は「J」の字状で、東西方向に長く、南北に N93°45'W  17~25cm 
る一連の遺構。

51~54区l 短い。造成土および岩盤の直上からやや雑に成形 17~40cm 
された切り石を配骰する。 15C末~18C。
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第55図 C-10•11 石敷き8S01•02、8S03-B、8S04-A 遺構残存の竪痕や刻印石の位置図
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。
50cm 

第56図 C-10・11石敷きSS01・02、SS03-B、SS04-A 遺構残存の竪痕(1~3:SSOl、
s:sso2、s:SS03-B、a:SS04-A)と刻印石(4:SS02、7:SS04-A)
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騨

覆眉

図版71 上： C-10•11 SS01、SS02 南より北側を望む
下： C-10 SS03-B 西より東側を望む
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図版72 上： C-10 SS03-B 北壁ほかを南より望む
下：同上 SS03-B・SS04 -A 東より西側ほかを望む
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＇ 

図版73 上： C-10 SS03-B、SS04-A•B 北より南側を望む
下：同上 SS04-A・B 東より西側を望む

-268 -



ホ．第V期 (16世紀前半~19世紀後半）．（第57図）

当該期の追構として石積み、地瓦敷きの2種類が確認されている。石梢みは8基を数えるが、明確に内外面が

残存するものはSA15 東側トレンチ （内面） • 西側トレンチ （外面）（第57・58・6].~ 63 図 • 第31表。図版

75・80 ~ 85〕の2基のみであった。残りの6基がSA06 (外面）（第57~59 図 • 第29表。図版74~78〕・S

A 14 (第45・49・61~ 63 図 • 第25表。図版65)の2基（一連の石和みとみられ途切れながら延びる）。そし

て、 SA06・SA 14と閾連するとみられる石積みの跡がSA21・SA 23 (第 57 · 58 · 64 因 • 第32表。区1版

86)の2基。SA13 (内面） （第 57·58 · 60 · 67 図 • 第30表。回版79〕ヽ SA15 (内而 ・外面）、 SA31 (第

57 · 58·65 図 • 第 33 表。 図版 87~ 89)の4基である。

これらの石梢みを方位軸で整理すると東西方向に延びる石稲み5基 〔SA06 (外面）、SA14、SA21・S 

A 23、SA31〕と南北方向に延びる石積み3基 (SA13、SA15 (内面 ・外面）） の計8基が存在する。東西

方向に延びる石稜みで内外面が対応するのは上記のSA15 (外面） ・（内面） の1基のみである。内外面の石積

みが対応する可能性があった石積みは、 上記したようにSA06 (外面） ・SA14及び石積み跡SA21・SA 23 

であろう。

その他にSA21・SA 23の石積み跡は、 第Ill期の石積みSA08やSA10から延びてくる石積みが破壊され

たものとしても考えられるところである。SA21・SA 23の石積み跡と対応ならびに平行する石稜みは北隣に

存在する琉大時代の排水溝工事の基礎掘りや岩盤の削平などによって消失したものかと考えられる。

薄瓦敷きSS 05 (第 57 · 66 図 • 第 34 表。 図版 90~ 92)は1基のみ確認されたが当該辿構の近くか若しくは、

追構に直接砲弾が着弾・爆破して破壊されたようである。更に戦後の造成 （琉大の建物基礎工事） でも破壊され

たようである。そのため均瓦は砕片化し、その形状をとどめていない。地瓦敷き SS 05は実際には敷き詰めら

れた塘が破壊された状態で検出されている。一応、地瓦敷き跡と表現すべきであろうが便宜的に地瓦敷きとした。

地瓦は湧田古窯跡 （註13)の例から 15世紀中頃~17世紀前半まで生産されている状況やSS 05の位四関係な

どから当該期の石和みSA13の石和みの延長線上から外れることなどからこの時期に含めた。SS 05の機能し

た時期は17世紀前後の追構として考えられるところである。

当該期まで存続する追構として、 現段階では次の①～③までの石梢みが考えられる。①第Ill期の石積みSA

17・SA 18 -B・SA 25 -Aの一連の石栢み。②第Ill期のSA14と第V期のSA06も一連の石和み。③第1I

期のSA05 -B石梢みなどが長期間にわたって存在していたことが予想されるが、 今後出土した陶磁器類の分

類と整理が進行すればある程度の時期が判明するものと思慮されるところである。

最後に当該期の石和みSA13と第Il1期の石栢みSA32の前後関係を把握し第w期の石梢みSA07の北側へ
の広がりの有無確認を目的にB-13グリットの北壁沿いに幅lm、長さ8m程度のトレンチを設定し発掘調査

（第58・67図 ・第35表。図版93・94)を実施した。調査の結果、 トレンチ東端でSA13若しくはSA32の根

石直下にある栗石とみられるものなどが確認されたが、 第w期の石積みSA07に関連する辿構などは確認でき
なかった。

註文献

註 13-a. 沖縄県教育委員会 「湧田古窯跡 (I)県庁舎行政棟建設に係る発掘濶査」「沖縄県文化財閾査報告沿 第111集」1993年。

-b. 沖縄県教行委且会「湧田古惑跡 (Il)I具庁舎議会棟建設に係る発掘瀾査」「沖縄県文化財潤査報告許 第121集」1995年。
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＇ 

図版74 上・下： B・C-12-15 SA06、SA13-15、SA23、SA31、SS05 南側上空より望む
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図版75 上： B•C-12-14 下： 同上
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）
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第29表第V期 SA06 遺構観察表

＇ 

地区 残存長 石稼み
石のサイズ

迫梢番号 残存幅
性格・形状・エ法・機能の推定時

主軸方位 種類
幅 備 考

期など 厚み （関連追構・迫構の重複）
挿図番号 残存高 根石勾配

控え長

琉球王国時代の東西方向に延
びた区画石積み。東端は第1I1期 西側の1番石はズレて勾配が65°と
のSD04-A(第41図）にすり付 なっている。東側は第III期のSD04
けられている。西側は石和みが

切り石積み
-Aにすり付いていて中央部では

崩れている。東端から3mの地点
で、布積み

第田期のSA07の上に当該遺構の
B-12・13 7m55cm から石積みが雑に稼み上げてい

と相方積
25~67cm SA06が存在する。第m期の第41屈

SA06 lml5cm る。石租みは地山及び岩盤から N84° 30'W 
みが併存。

24~32cm のSA32・SD04-Aと平行する時期
第57~59図 25cm 切り石を和み上げている。第w

77° 
30~65cm が可能性として考えられる。東端の

期のSA07(第48図）と交差する
78° 

上位の切り石の一部はSD04-A
部分から西側は粗加工の切り石 からの排水を通すために正面観が
を用いて和み上げる。石精みは 逆さ「L」字状に切り石の東側の隅を
布積み（東側）と相方籾み（西側） 袂って成形する。
が併存する。16C~。
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図版76 上： B-12・13 SA06ほかを南側上空より望む
下： 同上 SA06ほかを西より東側を望む
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図版77 B -1 2・1 3 SA06 東より西側を望む
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第 30表第V期 SA13 遺構観察表

＇ 

石和み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期 幅 備 考

迫構番号 残存幅 主軸方位 種 類
厚 み （関連辿構・辿構の重複）

挿固番号 残存商
など

根石勾配
控え長

根石がズレているため勾配が
琉球土国時代後半頃に南北に延び

110° となる。背中合わせで西
B-12 2m55cm 

ていた区画石和みの一部で第W期
切り石積み

19~45cm 隣に第11I期のSA32(第41図）
のSAll(第48図）と主軸方向が一

N12°30'W 18cm が存在する。SA32よりもSA13SA13 55cm 
致している。地山を掘り抜いて岩盤 (110°) 

38~60cm は新しい時期のものとみられる。第57・58・
直上から石積みか。根石のみ残存。

第m期のSD06-A(第43屈）と60・67図
16C~。

平行する時期。

-288 -



-
ご

•• 
'  
，  

ー

ヽ
ー J ) •L -＇ U

, 1 F

`  

B
-1
2
•
1
3
北

ll
t,
1,
>f
•S
A
1
3
層
序

第
1層
・
・
・
・
*
褐
e
汲
霞
土
層
（
洟
上
層
.
11
1$
:l
!I
鎮
マ
ー
ジ
の
宵
.l
:)

第
1
層
b
・
・灰
鶴
色
冨
鑓
土
層
(I
II
LI
Jt
.
公
巖
霞
●
9こ
r,
う
這
賦
土
）

第
1層
c
・・
fl
紗
増
（
平
虞
9
年
の
讀
"ff
.II
了
棧
の
濃
構
“
●
紗
で
．
上
層
9よ
土
紗
等
に
よ
り
灰

釦
こ
蜜
Il
l

第'
"'
..
.
褐
色
湿
躁
土
層
（
攪
l,
ll
lt

• 
• 
レ
,.
.
 内
で
糟
遍
的
に
み
ら
れ
．
厚
く
瑾
籟
す
る
．）

第
1
層
.
..
議
N
E
l
"
"
.
t
J
I
I
>
レ
ン
チ
中
央
（わ
位
に
噌
槽
す
る
．
）

第
2
層
・・
・黄
r,色
翼
J:
慶
層
(J
J-
13
グ,
,
ッ
ド
近
く
か
ら
，
，
．
ゑ
で
＂
遍
的
9こ
績
績
す
る
，
小
曝
・ド

下
屋
よ
り
胄
創
賛
の
璽
翰
が
Il
l±
.)

第
3/
il
・・
・.
!<
褐
fO
il
lJ
:鐵
層

(
S
\
1
3
の
貴

II
M

I~
直
層
か
．）

第
4
層
.
.
.
.携
灰
e
糾
妙
練
層
I>
レ
ン
チ
内
の
庫
＂
畦
は
く
'
"
、
Ill
す
も
I

第
AJ
ll

• ·
SA

.1
3
鸞
,
;
1
•
0
色
遍
土
纏
層
1

0
・1
2-
1
3
 S
A
1
3
・
紐
0
7
・
S
A
0
4・
A
関
違
の
層
序

第
1層
・
・漬
帽
"
"
躊
上
層
11
11
1
層
,
S.
-¥
13
石
績
み
直
下
の
-
:
t
.
l
l
l
tび
SA
(f
l
の
貴

m
;.
>
 

第
9
層
．
．，
，
嶋
色
翼
織
士
:J
il
(l
l2
M,
S.
-¥
13
 S
M1
I
の
基
鰻
土
嘘
）

第
3
層
.
.
.潰
灰
邑
土
層
(111
1層
Ill
,
SO
O!
 —A
樽
水
綱
膚
是
の
遺
虞
上

．）
第

3
順
•

··
·員
r,
e
鞭
層
(111
1層
〇

,)
 

第
3
層
ぐ
・
・，
，
褐
色
土
層
II
日
3
層
．
閲
Il
a)
.
S0
04
-A
檎
＊
清
讀
連
の
這
虞
土
．）

第
3
層
d
・
息
頃
色
土
層
(I
U
着
層
．
皿
層
④
．

．） 

第
3
層
e
・・
・
漬
褐
a
翼
土
慶
層
Ul
l&
Jl
f.

111
111

1~
. 

ん
．） 

第
3
層

r
·

--~
渭
f
l
l
l
l
l
1
5層
．
闘
庫
ll
,

• 
,I 

第
4
層

．．
．，
，
翼
色
土
層
(I
U7
-8
層

．
燻
~
-
-
齢
鯵

：.
.
 ,
.
.
_
ジ．
）

I←
 S
A1
3(
内
面
）→
1

如,
,_
_
B・
l2
1B
・1
3
①
9
①
 

紐
13
裏
込
目
石

①
 
I

④
 

⑤
，

(6
)
'
⑦
 

S
●
 "
 

,_ 

第
6
0
図
B
-
1
2
・
1
3
石
積
み
S
A
1
3
平
iii
及
び
層
序

-
21
!9
 -



~ ~』

芯'T.

図版79 上段：B-12 SA13 (右）西壁ほかを東より望む、 二段：B-12 SA13 (中央～左）東壁ほかを西より望む
三段：同上 SA13(右）ほかを北より南側を望む、下段：同上 SA13(左）ほかを南より北側を望む
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第 31表第V期 SA15遺構観察表

＇ 

石稜み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期な 幅 備 考

迫梱番号 残存幅 主軸方位 種類
犀み （関連迫構・迫構の重複）

挿固番号 残存店
ど

根石勾配
控え長

南北方向に直線的に延びて第IV期の
SA14(第49図）にすり付けられた石租

1番石の勾配は90゚ で、第1V期
み。SA14とすり付けられ平面観の形

野面風の
のSA14(第49圏）にすり付けら

B-14 状が逆さ「T」の字状となる。造成土盤
28~48cm れている。北端の隅では石和

SA15 
6m13cm 

に包含層を持ち込んで使用し、この土
N14°20'E 

粗加工の
14~30cm みが西側に折れて、当該期の

第57・58・
2m04cm 

盤の上から根石を設懺する。根石は 石籾み。 18~44cm 石積みSA31(第65図：栗石の
61~63図

57cm 
東側のみが20cm前後で一番石の下場 90° 

みが検出）に繋がっているよう
が突出した状態で石和みを行ってい

である。
る。石租みは粗加工の野面風の石を
相方稼みで石積み。15C末～。

-294 -



~\ 
A¥ 

s-1slB-i14 

E
 

。
2m 

第61図 B-14 石積みSA14•15

-295 -
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図版80 上： B-14 SA15東西トレンチ南側上空より望む
下：同上 SA15東西トレンチ北より南側を望む
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図版81 上 ：B-14 SA15東側トレンチ北壁（南より）
下：同上 SA15東側トレンチ東壁（西より）
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図版83 上： B-14 SA15西側トレンチ北壁（南より）
下：同上 SA15西側トレンチ 東壁（西より）
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図版84 上： B-14 SA15西側トレンチ東壁（西より）
下：同上 SA15西側トレンチ南壁（北より）
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第 32表第V期 SA21、SA23 遺構観察表

＇ 

石和み
石のサイズ

考
地 区 残存長

性格・形状・エ法・機能の推定時 幅 備
遺構番号 残存幅 主軸方位 種 類

厚 み （関連迫構・迫構の重複）
挿図番号 残存高

期など
根石勾配

控え長

第V期のSA06(第59図）、第
w期のSA14(第49固）や第Ill

裏込目石を
期のSA08・SA10(第33図）、

東西方向に延ぴていた石和みの
SA33・SA34(第39図）の裏込

栗石や切り石などの石列をSA21と 主体に切り
目石の石列が推定される。同C-13・14 12m30cm 

した。地山及び岩盤、そして造成 N74°00'W? 石や野面石
様な裂込目石の石列が西側SA21 2ml0cm 

土盤の上から石積みを施している の方向か。 が混在。
で検出されている（第64図の第57・58・

ようである。区画石精みの裏込目
SA23)。当該SA21とSA23は64図

石を主体とする。15C末～。
途中で岩盤によって途切れて
いるが一連の石積みとみられ

る。

琉球王国時代に東西に延ぴてい 第V期のSA06(第59図）、第
w期のSA14(第49固）、第m

C-15 10m2cm 
た区画石栢みの栗石溜まりか。東

野面石和 未計測
期のSA08(第33図）、 SA33

SA23 lm40cm 
端は岩盤から始まり、西端が琉球 N71°15'W み。 未計測

（第39図）の裏込目石か。若し
第57・58・

大学の電線ケープルの地下埋設
未計測

くは上記した石積みSA21の工事で破壊。造成土と岩盤直上か
64図

ら石積みか。16C~。 ものか。

-310 -



—',
'
, 
．． 

？
五

h
|
一●
呪ー

I• 

．
 

9

,

 

．

．
 

↓

a
1
 

●

、

，
 

o
o
g
要↓

に。

”
 

｀`
キ＊ 

r
•
,
-
＞
,

．
8
ャ
→
".
,
．
竃

曇

．，
．To.. -U
"＿•
T

●
一
●
●
●
’

a
i
g

..
 
＂-．M≪tn
し

．．
 

t
 

．．
 
i
"

•
m
.
f
e
・
・

・
ム
ご
•

r.,．＊基
●

•g
69
v• 

__
 

•3
0 

.

..
 
テ
Y
●
●
●
,

9
9
べ
"
•
『
『
●
彎
“
a
・
・
"
_̀
~
9
S
●
0
9

..
 
疇琶―

-9
・・
i
-
.

,̂．ヤ
．． 
＂ ．．
 

S
 ．．．
 
石
●
d

.
，

こ
●
"
•

rY
.̀
§
・̀

 
．． 

日・つ
●e
g
.‘
↓『44,．．
 
纏と書量ー・
09
..
 
"
●
＿事
職
•
3
・

“
▲
●
”
.

(ug.C-3・‘
9≪4“u`
●●
-＿―,．．．
 

。．．
．．
 
＂，
．
1;・・・
・＂．

r.,．
島．． 
＞ゃ“"-4●,^●
ーー．3
．．
 
",
 ．
．
．
 

羞
胃

ouo・
U

.

.
 

＂ ．．
 置●
2
・・↓
●一●

《

．．
 
ヤ●●
＞彎●●
●▲
．． 
C-ー
9

●J
.
.
.
 ＇^＂ャ
T
..
 
＿
•
i
i
.

！
・

ー

．．
 
ー●

瓢

懺

鸞
彎

e
S
憾
憾
軍
で

3
.
i
.
-し
2
.
o

,

—-•19 

佑
■

n略
璽
贄

S
Y
e蠣
長
霧
）
.
.
.
.
.
.
 ,
 ..
.
.
.
 畢

P
g
L9
C-，

0"こ＂

＝江

饗<



ね
別
(
1
f
梱
如
＾
q
吋
西
『
一
F

匂
捌
(
E
f
糾

T
畢
梱
如
気
｝
'v'S
,
E
N
 

~G'v'S 

P~•E~ 

:vs g~,_£~ 

9
8
 NJ{ 図

-315 -



ャ
下之御庭

.¥――
 

•
も

t̀/ 

~
 

＊
 

＊
 

ふ必・
o¥1 

~ 121 111• 

t~ 
-~ 0 !Om もン一

• D-10 
,10 
10 No.3 

「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が造構掲載範囲）

第 33表第V期 SA31 遺構観察表

＇ 

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定

石稼み
石のサイズ

迫構番号 残存幅
時期など

主軸方位 種類
幅 備 考

挿囮番号 残存高 根石勾配
厚み （関連辿構饂構の重複）

控え長

琉球王国時代の石積み。大半
当該期のSA15と一連の石租みとみら

B-14・15 lm73cm 
が崩れて第V期のSA15(第61

野面風の

れる。SA15の主軸を00と設定した場

SA31 末検出
~63國）の北西隅ですり付けて

9~14cm 合、 当該辿構SA31はN98°30'にあ

第57・58・詳細不詳
いる。造成土の上から石積み。

N72° 10'W 石積み。 10~15cm る。SA31はSA15よりも新しい時期の

65図
粗加工の野面風の根石のみが

24cm 石租みとみられ、ある時期にSA15に

検出。16C~。
すり付けて機能させた石積みとみられ

る。
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図版87 B-14•15 SA31ほかを南側上空より望む
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＇ 

上：B-14•15 SA31 北壁（南より）
下： 同上 SA31 南壁（北より）
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図版89 上 ：B-14• 15 SA31 西壁（東より）
下： 同上 SA31 (SA15西側トレンチ） 東壁（西より）

-323 -



下之御庭. 

厄
ぼ

＼ 跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）

＊
 

「京の内」

ふ炉,i

々 121 111 ~ .. t~ 
名
O !Om 溶ァー

• D-10 
立
10 Ho.3 

第 34表第V期 SS05 遺構観察表

＇ 

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期

石和み
石のサイズ

遺構番号 残存幅 主軸方位 種類
幅 備 考

挿図番号 残存裔
など

根石勾配
犀み （関連辿構辿構の重複）
控え長

第w期のSA11(第48図）若しくは
第V期のSA13(第60図）の区画石

第1V期のSAll(第48図）、第V期のC •D-12 lm2lcm 稽みが存在した時期に石積み近く 埠瓦敷き 不明
SS05 lmlOcm にあった埠瓦敷きの迫梱とみられ 不明 か。 ＂ 

SA13(第60図）の区画石租みが存

第57・66因 る。埠瓦は割れた状態で検出され ＂ 
在した時期と平行する遺構とみられ

ている。造成土の上に埠瓦を敷い
る。

たか。16C後半~17C前半。
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図版90 C•D-12 SS05ほかを南側上空より望む
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＇ 

図版91 上： C・D-12SS05 南より北側を望む
下： 同上 SS05 東壁（西より）
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図版92 上 ：C・D-12SS05 南壁（北より）
下： 同上 SS05 西壁（東より）
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第 35表 第V期 B-12・13北側トレンチ 遺構観察表

＇ 

地 区 残存長 石和み
石のサイズ

幅 備考
迫構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種類

厚み （関連遺構・遺構の重複）
挿図番号 残存高 根石勾配

控え長

第m期のSA32(第41図）、第IV期の
B-12・13 

SA07・SA11 (第48図）、第V期SA13(第 第IO期のSA32(第41固）、

北側トレンチ
60・67図）の石積み迫構の広がりを確認 第IV期のSA07・SAll(第18
する目的でトレンチを設定。トレンチ東 図）、第V期SA13(第60・

第58・67図
側で第V期の石和みSA13(同図）の基 67図）の石和み。
礎土盤とみられる栗石が確認された。

図版93 B-12•13 北側トレンチ （上寄り ） を南より望む

-332 -



尺言
北
壁
E
 

＼̀  

B
-1
2・
13
北
側
ト
レ
n
S
A
1
3
層
序

第
1
層
a
・・・
赤
柑
色
況
礫
土
層
（
表
土
層
．
俗
称
：
国
頭
マ
ー
ジ
の
客
土
）

筍
l
陪
b
・・
・
灰
出
色
況
茂
土
/I
I§
(
悦
乱
。
公
園
整
紺
1こ
伴
う
滋
成
土
）

第
1
m
c
・
・
・
白
砂
層
（
平
成
2
年
の
聞
在
終
了
後
の
Ji'I
構
保
護
砂
で
あ
る
が
、
」
湿

か
ら
土
砂
等
に
よ
る
灰
色
に
変
色
．）

第
1
附
d
・
・
・
暗
褐
色
況
牒
土
層
（
撹
乱
層
・
'"
"ン
チ
内
で
if
逼
的
に
み
ら
れ
｀
厚
く
堆

積
す
る
．）

第
1
層
e
・・・
淡
褐
色
浪
礫
土
層
（
卜
V
ン
チ
中
央
付
近
に
堆
積
す
る
。）

第
2
府

・・
・

・黄
白
色
泣
土
礫
層

(
B
·
m
·
•
J
介
近
く
か
ら
西
側
ま
で
抒
逼
的
に
雌
積

す
る
本
層
下
祁
よ
り
行
銅
製
の
頂
輪
が
出
土
．）

第
3
粉
・
・
・・
赤
出
色
況
土
礫
層
(S
Al
3
の
裏
込
目
fl)
当
の
礫
層
か
．）

第
4
陪
a
・
・
・
淡
灰
色
況
砂
裸
層
（
ト
レ
ン
↑
内
の
東
側
I!
近
く
に
堆
積
す
る
。
）

第
4
附

b
・

・・
m
褐
色
土

/{
il
(中
央
付
近
に

·~
~針
鱗
庇
様
に
Jf!
積
す
る
．
）

ITT
 
4
陪
c
・
・
・
赤
柑
色
土
層
①
(l
rJ
陪
,1-
1,
,f
中
央
付
近
で
僅
か
に
博
＜
堆
積
す
る
．）

筍
』1
陪
d
・・・
黒
出
色
況
牒
土
層
(

.
 

.
)
 

筍
s
m
・・・
・
陪
紺
色
土
層
②
(
1ft
央
付
近
か
ら
達
切
れ
な
が
ら
西
憫
ま
で
堆
積
す
る
．
）

第
6
層
a
・
・
・
淡
黄
色
浪
土
礫
層
(11
11.
m.
トレ
9糾
I央
付
近
で
堆
積
す
る
．
）

第
6
陪
b
・
・
・
淡
出
色
土
>.
'l
(
IIIJ
附
．
トレン
f
中
央
付
近
で
僅
か
に
堆
校
す
る
。）

第
6
庖
c
・
・
・
烈
出
色
土
層
（
ト
レ
ン
f
中
央
付
近
に
堆
積
し
、
地
il
lの
赤
褐
色
土
層
と
黒

褐
色
土
が
況
在
す
る
．
）

筍
7
陪
・・・
・
赤
出
色
土
層
②
（
地
山
。
ル
ン
が
1ヽ
央
よ
り
洒
寄
り
で
堆
積
が
み
ら
れ
る
。）

第
A
層
・
・・ 
・S
A
1
3梨
石
（
決
白
色
況
土
蝶
層
）

第
6
7
~
B
-1
2
・
1
3
北
側
ト
レ
ン
チ
と
石
積
み
S
A
1
3
平
面
及
び
層
序

2
m
 

図
版
9
4
B
-
1
2
・
1
3
北
側
ト
レ
ン
チ
の
北
壁
層
序

-
33
3 
-



へ．第VI期 (19世紀終末～昭和58年）・（第69図）

当該期は明治12(1879)年3月31日に最後の琉球国王となった尚泰が首里城を明け渡し、 4月4日に琉球藩

を沖縄県と布告されたいわゆる琉球処分以降の時期から昭和25(1950)年の琉球大学開校に向けての造成工事（昭

和24年から沿手）、そして開校後の校舎などの増改築がなされた時期から西原町へ新キャンパスが完成し移転を

完了した昭和57(1982)年頃までとした。当該期を便宜的に次の二時期に分けた。第VI期前半(1879年~1945年）、

第VI期後半 (1946年~1982年）である。以下に二時期の概要を記す。詳細は各期侮に整理してあるので参照さ

れたい。なお、 本項目の註及び参考文献については紙数の都合により後述の項目「a.第VI期前半」で整理した。

1)第VI期前半 (1879年~1945年）

当該期の首里城の概要を記すと約500年に亘って琉球王国の王宮としての機能を停止した直後の明治12(1879)

年から明治29(1896)年までの時期は、「熊本鎖台沖縄分遣隊」の兵舎などに使用される。1893年に作成された

第10図の 『首里城熊本鎖台沖縄分辿隊配骰図J(註14)から京の内に関する情報を読み取ると、京の内北東側

の区画石稽み内に 「器械体操場」と して使用されていることがわかる。京の内の平場中央を東西に走っている

であろう第1II期の区画石積みSA17、SA18 -B、SA25-Aは既に消失したものとして理解できる。また、

第1II期の石積みSD04-AとSA12 (外面と内面）、若しくは第W期の石積みSA07とSA12 (外面と内面）

のいずれかが残存していることが配置図から窺える点で注目される。以上のように第rn期若しくは第W期の石和
みの一部は当該期まで残存している可能性が配置回 （第 10 図 • 第13図④）から読み取れるようである。

熊本鎖台沖縄分逍隊による駐留が始まった明治12(1879)年以降から昭和20(1945)年までの期問について

は文教関係の設樅や移転時期を整理すると第36表のとおりとなる。主なものを列挙すると、①明治27年 ：首里

尋常小学校を城内に分教場を設置。②明治29年 ：師範学校校舎改築のため首里城内に移転。③明治30年 ：師範

学校校舎落成に伴い首里城より移転。③明治30年 ：首里城内に首里区立女子実染補修学校（後の首里市立女子

工芸学校）尋常高等小学校に付設設立。④）明治32年 ：沖縄県中学校（現在の首里高等学校）、首里城の一部を校

舎として使用。⑤明治33年 ：首里区立工業徒弟学校（後の沖縄県立工業徒弟学校）首里城内に設置。⑥明治40

年 ：工業徒弟学校、南殿二階に教室拡大。⑦明治41年 ：沖縄県立高等女学校、首里城から真和志村大道に移転。

⑧明治43年：沖縄県立中学校、首里城北殿に分校設箆。⑨明治45年：首里第一尋常高等小学校（首里第一小学校）、

京の内から下之御庭一帯に校舎落成移転。沖縄県立第二中学校、首里城の仮校舎から嘉手納に移転。⑩大正7年：

県立工業学校、校舎新築し首里城より移転。⑪昭和9年：首里女子実業学校、沖縄県立女子工芸学校と改称し桃

原町に校舎移転。⑫昭和11年 ：首里城北殿に沖縄県教育会付属の郷土博物館開館。＠昭和20年 ：首里城地下に

第32軍司令部、安里から移転。首里城及び円党寺などの国宝建造物群戦災で焼失。

以上、 首里城内における熊本鎖台沖縄分逍隊駐留時期から沖縄戦までの時期までを記したが、上記①～⑬まで

時期で京の内と最も深く関係するのは第68・70園の首里第一尋常高等小学校（以下、首里第一小学校と併記）

であり、京の内跡の発掘調査地区の北西側一体には学校校舎の周辺に走っていた1JIIJ溝や学校施設に入る階段など

が追構（第68・69図）が検出されている。

2)第VI期後半 (1946年~1982年）

昭和20(1945)年の沖縄戦では首里城の地下に昭和19(1944)年頃から第32軍指令部壕が構築された為、米

軍の媒中砲火を受けて地上にあった首里城正殿 ・南殿 ・北殿など建築物や城門 ・城壁などの施設もことごと<r肖
失や崩壊などで灰盛に掃してしまったようである。

昭和25(1950)年には焦土と化した首里城跡の丘へ琉球大学が創設され、昭和57(1982)年までの32年間

（第84~87図）、沖縄の最高学府とし存在した。現在は西原町の新キャンパスヘ移転している。当該期の造成や

校舎建設などにより京の内の調査区の南半分に存在した石積み追構は基盤である琉球石灰岩の削平や基礎掘りに

よって消失してしまったようである。更に地下に排水溝やヒューム管の埋設によって調査区の西半分が溝状に破

壊されてたようである。その他、琉球大学財団管理下にあった沖縄唯一のラジオ放送局AKAR〔〈琉球の声〉 ：

米軍管理の下で、うるま市具志川の栄野比に1950年に開局〕を琉球放送 (RBC)が昭和25(1954)年から昭和

34 (1959)年まで賃貸による借用をおこなう（註15)。この放送局も京の内に構染（第84図）されていたようである。
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第36表 廃藩置県後の首里城及びその周辺における主要文教施設等略年表

西暦 ・年サ ・王統 事 項

18791年湖泰
（明治12・ 32) 

3/31: 廃藩置県により、琉球国王尚泰、首里城明け渡し。正殿は、熊本鎮台分遣隊営所となる。

1880年（明治13) 6/21: 沖純師範学校が那渕天妃留内に設立。 12/9:国学跡（現県立芸術大学IJ-J)に甘且中学校設ii.(挫年1)-j併J校）。

l総1年（明治14) 6/21・沖縄師範学校、沖縄県立帥範学校と改称。

1886年（明治19)
1/Hi. 沖縄県立師範学校、那覇からb罪当蔵の龍淵池II序（現県立芸大内）に移転。7/:首里の東、西、北の三校を統合して首里
小学校を首現里在の寒川町1の3常(安中国学寺校のと西側）に新設 （城南小学校の前身）。11/:沖純児立師範学校、沖縄限尋祢師範学校と改
称。12/: 中学校、 沖純f)1 改称。

1887年（明治20) 3/: 沖縄母'ii~中学校、 沖縄県尋'ij(・中学校と改称（修菜年限を5年改める）

1888年（明治21) 2/: 首里小学校、首里尋常小学校首里高等小学校と改称。

1891年（明治24) 〇沖縄的常中学校、 旧中城御殿跡（現酉里甜等学校）に移転。

1893年（明治26) 9/20: 首里尋常小学校首里高等小学校、首里高等尋常小学校と改称 （のちに首里尋常高等小学校となる）

1894年（明治27) 〇甘児翡等尋'i;~小学校、城内に分教場を代く。

1896年（明治29) 〇城内より熊本鎮台分遺隊摺退。師範学校校舎改築のため首里城内に仮移転。

1897年 (l9J治30) 4舎/・落Yi成里し区首立里女城子か実ら業移補転習学校高（沖等縄女県学立校女は子師T範芸学学校校かのら前分身離） を酋里小学校女子部内に設i位。9/13:沖縄県師範学校、 再建校
（県立 ） 

1898年（明治31) 4/: 沖縄県f~-常師範学校、沖縄県師範学校と改称。 首里高等小学校で女生徒に入摂（ハジチ）を除く よ う乱II諭する。 om~範学
校付駈小学校校舎改築のため-□-里城内に仮移転（彩劇殿を一時使/11)。

1899年（明治32) 4/: 沖縄県尋常中学校、沖縄県中学校と改称。生徒敬著しく増加し首里城の一部を借り受け生徒収容。

1900年（明治33) 6/15: 首里区立工業徒弟学校、首里城内に設立。〇師範学校付屈小学校校令蕗成し、 首見城より真和志に移転（城内の分教楊
廃止）。

1903年（明治36) 〇陸軍省、城内建造物のみ払下げ。

1904年（明治37) l/15. 師範学校校令失火。 酋里城内に校舎と術令を仮移転。 誼里区立工業徒~J学校（後、沖縄県立工菜学校）酋里城柑院に仮移転。

1907年（りJ治40) 0...L菜徒弟学校、南殿二階に教玉拡大。その後、校舎完成し首且城より移転。

1908年（明治41) 6/2・I]里城(/)中山門、脳朽(/)ため52円余で売却される。10/28:沖縄県立高等女学校、首里城から真和志村大道の新校舎に移転。

1909年（明治42) 〇陸軍省、有償払下げを決定し、百!I!_区有地となる。om1女子実菜学校（後、沖縄県立女子工芸学校）、当蔵より南殿等に移転。

19]0年 （明治43) 4/1: 沖縄県立中学校分校、首里城北殿に分校設置。

1912年 3/21: 首里尋常小学校、城内の京の内、下之御庭に校舎落成移転0 4/14: 沖縄県立第二中学校、首里城の仮校舎から嘉手納に移転。
（明沿45:人.iE元）

1914年（大正3) 〇首里区工業徒弟学校、県に移管 され県立工業徒弟学校となる。

1918年（大正7) 〇県立工業徒弟学校、首里区立字当蔵 （現県立芸術大学東側住宅地一帯）に新校舎を建設移転。

1921年（大正10) 1/: 実業学校新令発布により県立工業徒弟学校、県立工業学校と改称。

4/1: 従来の男久分離制を改めて男女共学にする（但し、本年は尋i~~科 3年以下を実施し、月Ii次 l学年ずつ尋祁科 6年まで実施）
1923年（大正12) そのため校名を首里尋常高等小城学取校を首里第一尋常高等小学校と改称。

ぐ灯里区会で財政難のため百里 り壊し決定。 しかし、鎌紅芳太郎、伊東忠太らの尽力で保存。

1925年（大正14) 4/24: 沖縄神社拝殿（甘~1•.城正)(c:)国3打指定。

1927年（昭和2) 8/: 誼里城1F.殿解休復元.IA噂 Jぶ

1931 Sfo (lffl: 利16)
〇阪谷良之進作成の首里城平面図に北殿（現市公会堂）、第一小学校 （首里第一尋常高等小学校の略称）が明記。

頃

1933Sf. (I附利18) 5/23: 凶里城の歓会f"I・r;&i呆1"1・ r'7銀l"I・守礼1"1・ 国宝に指定。91眉里城正殿修築工事竣To

1934 &f (II召利19) 〇丘里女子実業学校、 沖純県立女子T芸学校と改称し桃原町に校舎移転。

1936~I" (11/l利I11) 7/4: 首里城北殿に沖縄県教育会附設郷土博物館開館。12/:伊束忠太 ・鎌倉芳太郎、正殿liii(北殿西側） ・ 京の杓北西開下 • 西
のアザナ束南側下を発掘曲査。

1941年（昭和 16)
3/l: 国民学校令公布（小学校を国民学校と改称。義務教脊八年制となる。）4/1: 国民学校発足。首且節一ぇぷ常点等小学校を酋罰
第一国民学校と改称。

1945年（昭和 20) 3/27 ~ 8/2: 沖縄戦 (1月10II第32軍司令部、安里から首里に移転）。首里城及ぴ円沈寺などの国宝建造物戦災により焼失。

1946年（昭和 21) 8/14: 首里城内にあった首里第一国民学校は、戟災で消失し、崎山区旧沖縄放送局送信所跡に城南初等学校開校、城南幼稚園
開園。

1950 if (llrl和I25) 5/22酋里城跡に琉球大学1J1J学。

195211'(llrl利127) 2/28. 琉球教行法公布。初等学校が小学校に、中等学校が中学校に改められる。城南初等学校、城前小学校に改称。

く参考資料＞
1. 営真銅ー ・Jこ）)甜管・大城準子 ri炉,,.城跡 歓会l"l・久脱l"l内側地域の復元整伽事菜にかかる逍椙渭企J沖縄県文化財鴻介報告杏第88集 沖純県教育委貝会
1988年3月

2. 沖純大百科事典刊行事務M「沖縄，砲美総合歴史年表」 n巾純大百科事典別な」沖縄タイムス社 1983年3J・J
3. (財）海詐陪店会記念公園'i:1'理財団「l豆,-,;;~沖縄記念公園甘'It城地区整伽計画J平成7(1995)年3月。
4. 久手1界憲夫 rn-11.¥の地名一その山米と緑起ーJH-i島文化霞杏22節一行局 2000年10月。

5. 島本毅 「那渕rli教育史年表」・「公文学校系統図（小学校・中学校）」終序 「那剥iii教育史通史編」那沿!iii教育委貝会2002年3月。
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a. 第w期前半 (19世紀終末～昭和20年 ：1879年~1945年）．（第71図）
この時期の追構（第68・69・71~ 83図）は、 首里第一尋常高等小学校（以下、首里第一小学校と併記）の施

設関係が主体として考えられる。追構の配僅関係は第70図の昭和6年頃の 「旧首里城平面図」（註 16)と第69

図の逍構を直ねて作成した第68図を基に検討したところ学校校舎及び便所などの関連施設等は一部 (SA09・ 

SD 05、SA02、SD03)を除いて、若干のずれは発生しているが概ね一致するようであるが、ずれについて

は後述する。

首里第一小学校(1912年~1945年）の遺構（第71図）として検出されているのは、校舎周辺に存在した排水溝(S

D 06 -B、SD07-A・B)、排水溝関連（縁石SA26、SA29、底石SS 03)、便所 (SB01、SD04-B)、

校舎へ入る階段及び踊り場及び縁石 (SA16、SA22)、校舎の礎石 (SA29)がある。最初に小学校校舎と

関連する排水溝関係の追構とこれに付随する階段及び踊り場を整理（第73図．圏版95)すると、校舎に伴う排

水溝（関連遺構を含む）並びに階段（踊り場を含む）として、 SD07-B・SA26 (第 74 図 • 第37表。図版

96)、SA 29 (第 75 図 • 第38表。圏版97・98)、S A 16・S D 06 -B (第 76 図 • 第39表。圏版99~ 101)、S

A 22、SD07-A (第77図第40表。図版102~ 104)、SS03-A (第78図第41表。屈版105)の8基であっ

た。これらの辿構でSA16 (第76図）は校舎へ入る段階の踊り場があり、その直下を排水溝SD06-Bが東

西方向に走っている。この排水溝は途切れながら東側のSS 03 -A (第78図）まで延びていくが、 S S 03 -

Aは排水溝の底板（石灰岩製）のみ残存する程度で、縁石は後世の造成より破壊されている。また、南北方向に

延びる排水溝として、 SA26とSD07 -Bが一連（第74図）の遺構としてみなされる。校舎の基礎石の一部

とみられるのは石栢みSA29 (第75図）の 1基のみが確認され南北方向に延びていたようである。他に校舎へ

南側から入る階段脇の縁石とみられる石栢みSA22 (第 77 図 • 第40表。圏版102~ 104)が検出されている。

次に東側の便所及び関連追構については、建て替えが集中している為、便宜的に第 I期（首里第一小学校期：

明治 45~昭和 16 年、若しくは首里第一国民学校期 ： 昭和 16 年～昭和 20 年） • 第IIA期（首里第一小学校期 ：

明治 45年～昭和 16 年） • 第IIB期（「旧首里城平而國J: 昭和6年頃）の三期に分けた（第79・80回）。
便所の建て替えがSD03 (糞尿楷） を 中心に二回 （第 I 期 • 第IIA期）の建て替えが確認される。その他S

D 03の南側にも隣接した便所の建物縁石（第IIB期）が確認されているが、第IIB期の便所が昭和6 (1931) 

年頃の 「旧首里城平面図Jにみえる便所と推定されるが位四関係においてずれが生じているようである。

便所（第 I期）のSA02・SD 03 (第 79 図 • 第42・43表。図版106~ lll)は、首里第一小学校開校時期

の明治45(1912)年以前、若しくは 『旧首里城平面図」（昭和6 (1931)年頃〕以降から昭和20(1945)年まで

の時期が考えられる。それ以外に首里第一小学校開校時期の大正1(1912)年後から昭和6 (1931)年以前まで

の19年間に使用された便所の可能性や 『首里城熊本鎖台沖縄分逍隊配置圏J(明治26:1893年）以降から首里
第一小学校開校（明治45: 1912年）以前の学校関係（第36表参照。CD沖縄師範学校、②沖縄師範学校付属小学
校、③沖縄県尋常中学校⇒沖縄県立中学校分校、④首里区立工業徒弟学校、⑤首里女子実業学校） の便所跡の可
能性もある。後者が可能性が最も高いものと思慮される。

その他、昭和6年頃の首里第一小学校校舎東側の便所（第IIB期）や区画石栢み(SA04)の追構は、第72図の「旧

首里城平面屈Jと遣構の重ね図から判断すると区画石積みと東側便所の位四が220~ 450cmの範囲内で北側に
ずれているようで、西側便所の位置は、ほぼ一致するようである。

最後に「旧首里城図」に描かれていない迎構としてSA09とSD05 (第 81 図• 第44表。図版112~ 115) 

の建物と排水溝があり、南側に隣接する岩盤を斜位に成形し法面としている状況やSA09内の床面から砲弾の

破片などの状況から考えると首里第一国民学校の末期頃（昭和20年頃）に存在した学校施設の一部かもしれない。

註文献

註14.沖縄黙史編集室所蔵 「酋星城熊本鎖台沖縄分造隊配骰図」 1893年（明治26)。
註15.保坂広志「ラジオ放送」／宮城悦二郎 「AKAR」・「琉球放送（株）」沖縄大百科事典刊行事務局 『沖縄大百科事典」沖縄タイムス
社 1983年5月。

註16.阪谷良之進編集 「旧首里城l図」 沖縄県立図魯館所蔵 昭和8年頃 (1933)作成。
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図版95 上： （東より）、下： （西より）
B-14 -17 SA16・22・26・29、SD06-B,SD07-A・B、SS03-Aを望む
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）
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第 37表第VI期前半 SA26、S007-B 遺構観察表

石和み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期 幅 備 考

遺構番号 残存幅 主軸方位 種 類
厚 み （関連追構・迫構の重複）

挿囮番号 残存高
など

根石勾配
控え長

当該期のSD07-Bの排水溝の縁
SD07-Bが側溝の底板であ

B-16 
7m03cm 

切り石。
25~76cm り、 SA26が同側溝の縁石であ

SA26 石。造成士や第W期のSA30(第50
Nl2°15'E 23~50cm る。SD06-B(第76図）、 SD07

第71・73・
79cm 
図）の縁石などの上に設匝。首里第 90° 

18~36cm -A(第77図）、SS03-A(第
74図

30cm 
ー小学校。大正末期～昭和初期。

78図）とは一連の側溝である。

首里第一小学校校舎の排水溝。南

北方向に残存。当該期のSD06-
底板石B-16 7m03cm B(第76図）と暗渠で繋がっている。

切り石と板SD07-B 溝幅 造成土盤や第W期のSA30(第50
Nl2°15'E 状の切り石。

4~36cm SD06-B(第76図）に直交し暗
第71・73・ 36cm 図）の縁石直上から設置。板状に 渠で繋がつている。
74図 加工された切り石を底板とし、粗加 4~36cm 

工の切り石などを縁石として用い
る。縁石はSA26として仮称した。
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図版96 上段左：B-16 SA26、S007-Bを南側上空より望む、上段右： B-16 SA26、S007-B 北より南側を望む
中段 ：同上 SA26、S007-B 南より北側を望む、下段 ：同上 SA26、SD07-B 西壁（東より）
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「京の内」跡遺構配謹図 （朱色の枠内が迪構掲載範囲）

第 38表第VI期前半 SA29 遺構観察表

地区 残存長 石稼み
石のサイズ

性格・形状・エ法・機能の推定時期 幅 備 考
遺梱番号 残存幅

など
主軸方位 種 類

犀 み （関連迫構・追構の重複）
挿因番号 残存商 根石勾配

控え長

B-16 
lm68cm 

小学校校含の基礎（石列）か校含の
34~60cm 

小学校の基礎の方向は当該期の
SA29 

43cm 
縁石か。第 1期の士壊SK03(第20

Nl7°35'E 切り石。 10~15cm 
辿構SA26やSD07-Bより主軸

第71・73・
10cm 
図）の上に基礎石を直接設置。大正

28~43cm 
方向が北から東へ5°20'寄っ

75図 末期～昭和初期。 ていて当該迫構とは平行しない。
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図版97 上： B-16 SA29ほかを西側上空より望む
下：同上 SA29 西壁（東より）
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図版98 上： B-16 SA29 西壁（東より）

下：同上 SA29 北より南側を望む
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「京の内」跡遺構配置図（朱色の枠内が遺構掲載範囲）

第 39表第VI期前半 SA16、S006-B 遺構観察表

石積み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期 幅 備 考

迫梢番号 残存幅 主軸方位 種 類
厚 み （関連迫構・迫構の重複）

挿固番号 残存裔
など

根石勾配
控え長

当該期の迎構であるSD06-
首里第一小学校校舎に入る階段の

B(第76図）、 SD07-A(第
B-15・16 

踏面の縁石。階段直下にある側溝

15~94cm 
77図）、 SS03-A(第78図）

2m94cm の蓋石も兼用する。縁石から南側の
切り石敷き。 は一連の排水溝。昭和8SA16 

lm25cm 箇所にも階段の踏面の縁石が平行 N77°001 w 15~25cm 
(1933)年頃に阪谷良之進が第71 •73 ·

して存在し、踏面にはセメントが敷か 13~60cm 
編集した「旧首里城囮」（県76図

れている。造成土の上に設置。大正
立図書館所蔵）に本迫構が

末期～昭和初期。
描かれている。

縁石
首里第一小学校校舎の排水溝。南 27~34cm 

B-16・17 西方向に残存。板状に成形した切り
切り石と板状

10~34cm 
当該期の辿構SD07-A(第

SD06-B 
9m03cm 

石を底板に用い、匝みのある切り石
N76°45'W の切り石。

29~80cm 
77図）、SS03-A(第78図）

第71・73・
20cm 
を縁石として使用する。土盤は造成 底板石

は一連の排水溝。
76図

32cm 
土である。縁石および底板の石はセ 12~20cm 
メントで塗付して仕上げている。 4~7cm 

l 7~47cm 
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図版99 上： B -15 ,_, 17 S006 -B、SA16を南側上空より望む
下： B-16・17 S006-B 北壁（南より）
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図版100 上： B-15 -17 S006-B、SA16 南より北側を望む
下： B -1 5・1 6 SA 1 6 南より北側を望む
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図版101 上： B-15•16 SA16 南より北側を望む
下： 8-15....., 17 SD06-B、SA16 西より東側を望む
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• 下之御庭

「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が遺構掲載範囲）

第40表第VI期前半 SA22、S007-A 遺構観察表

地 区 残存長 石稲み

辿構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種 類
挿因番号 残存高 根石勾配

B-15 
lm03cm 首里第一小学校校舎の側溝周辺の階 野面石と切

SA22 
lml6cm 段などの縁石か。南北方向に短く、東 Nl9°15'E り石。

第71・73・
77図

21cm 西方向に長く残存。

首里第一小学校校舎の排水溝。東西
B-15 
18m35cm 方向に途切れながら残存し、西側のS 切り石と板

SD07-A 
27cm D06-B(第76図）や東側のSS03-A N77°00'W 状の切り石。

第71・73・
（第78図）と繋がっていく。造成土の上

77図
に板状に加工した切り石などを設爵。
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石のサイズ

幅 伽 考

厚 み （関連辿構・辿構の重複）

控え長

11~32cm 当該期の遺構SD07-A(第
17~19cm 77図）と平行する時期とみら
16~39cm れる。

縁石
15~29cm 
11~25cm 当該期の辿構SD06-B(第
13~48cm 76図）、 SS03-A(第78図）と
底板石 は一連の排水溝であり途切

8~25cm れながら繋がる。

14~38cm 
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図版102 上： B-15 SA22、$D07-Aを西側上空より望む
下：同上 SA22、$D07-Aを北側上空より望む
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図版103 上： B-15 SA22、SDO?-A 南より北側を望む
下：同上 SA22、SD07-A 西より東側を望む
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図版104 上： B-15 S007-A 南壁（北より）
下：同上 S007-A 東より西側を望む
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が遺構掲載範囲）

第 41表第W期前半 SS03-A 遺構観察表

石精み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期 幅 備 考

遺構番号 残存蝠 主軸方位 種 類 厚 み （関連追構・迫構の重複）
挿屈番号 残存高

など
根石勾配

控え長

昭和8(1933)年頃に阪谷良之進
によって編集された「旧首里城~J
（県立囮書館所蔵）に描かれた小

B-13・14 
小学校校舎に伴う排水溝の底石。

切り石や板
16~40cm 

学校の側溝。当該期の迫構SD07
7m8cm 造成土の上に設置。縁石は戦後の

状の切り石 -B(第74圏）、 SA16(第76図）、SS03-A 
32cm 造成工事で消失している。底板は N77°45'W 

SD07-A(第77図）、8D06-B第71・73・
琉球石灰岩を板状に加工した板石 16~28cm 

（第76図）などが関係する。S00778図
を用いる。大正末期～昭和初期。

-A(第77図）とSD06-B(第76図）、
SD07-B (第74図）は一連の排
水溝である。
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図版105 上段左： B-13•14 SS03-Aを南側上空より望む、上段右： B-13• 14 SS03-A西より東側を望む
中段 ： 同上 SS03-A南より北側を望む、 下段 ： 同上 SS03-A北より南側を望む
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「京の内」 跡遺構配置図 （朱色の枠内が追構掲載範囲）
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第 42表第VI期前半 SA02 遺構観察表

石積み
石のサイズ

地区 残存長
性格・形状・エ法・機能の推定時期な 幅 備 考

迫梱番号 残存幅 主軸方位 種類
厄み （関連迫構・迫楕の重複）

挿固番号 残存商
ど

根石勾配
控え長

首里第一尋常高等小学校の建物（便
所入り口にある踊り場）の縁石。第11期
のSAOl(第25・28屈）の栗石の一部と

小振りの

当該期のSD03とほぼ同一方B-11 5m30cID 
みられる直上に土砂を敷いて地固めの

切り石。 15~32cm 
後に石積み。小振りの切り石を用いて N84°00'W 83° 14~20cm 向。SA02はSD03よりも若干、SA02 4m50cm 
目地をセメントで埋め合わせて面の仕

一番石の 15~45cm 古い時期から存在か。第71・79図 34cm 
上がりを意識する。便宜的に第1期

勾配94°
（大正元年～昭和20年）の便所とした。
便所の規模は東西9m99cm(5間半）、
南北4m76cm(2間半強）を計る。
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図版107 上： B-11 SA02 北より南側を望む
下：同上 SA02 北東より南西側を望む
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上： B-11 SA02 北西より東南側を望む
下：同上 SA02 トレンチ内を西より東側を望む
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）

第 43表第VI期前半 5D03 遺構観察表
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一
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辛
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地 区 残存長 石租み
石のサイズ

遺構番g 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種類
幅 備考

挿図番号 残存高 根石勾配
厚み （関連迫構・迫構の重複）
控え長

首里第一尋常話等小学校の便所の梃尿
槽。当該期のSA02(第79図）の栗石を掘
り下げて構築。床面及ぴ内部の壁は漆喰
にセメントを混合したものを塗布。漆喰を 当該期のSA02とほぽ同一
補強する為にセメントを混入させたものと 方向。西隣りの試掘坑で第
みられる。縁石は小振りの切り石を用いて II期のSA05-Aの外面の
いて目地に漆喰とセメントを用いたモルタ 石積み（第30図）が検出さ
ルを塗布。床面よりガラス製の御弾（オハ れている状況などから当該
ジキ）が多く出土している。他に大正10年 追構S003の直下にSA05

B •C - 11 4m50cm 製のニッケル五銭硬貨が出土している。 小振りの 15~46cm が存在する可能性が高い。
SD03 60cm 当該迫構を中心に第1期（大正元年～昭 N94°45'W 切り石． 14cm 昭和8(1933)年頃に阪谷

第71・80図 50cm 和20年）と第UA期（大正元年～昭和6年 13~33cm 良之進編集の「1日首里城
以前）と区分した。SD03の南側にも便所と 図」（県立因書館所蔵）に
みられる建物の縁石が確認されたので第 本遺構が便所として描かれ
II B期（昭和6年頃）とした。便所の規模は ていて、「旧首里城図」の便
第IIA期が東西9m99cm(5, 間半）、南北3 所と検出された便所の位置
m63cm(2間）と推定した。次に第IIB期が 関係で第IIB期と近接して
東西9m99cm(5間半）、南北5m45cm(3 いる。
聞）と推定した。この第IIB期の便所が阪
谷氏編集の「旧首里城図」に実測された
便所（第70・72図）とみられる。
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年
3
月
3
1
日）

及
び
訂
里
第
一
国
民
学
校
(1
94
1
(
昭
和
16
)
年
4
Jl 
1
日
~
19
4
5
年
（
昭

i(
l
 
20
)
年
3
月
1
8
日
〕
の
使
所
で
あ
る
。

ll¥
l
層
・・
淡
柑
色
沿
讚
土
層
（
石
灰
岩
の
小
礫
が
多
く
汎
入
す
る
。）

第
2
層
a・
・・
茶
褐
色
土
層
（
赤
瓦
9ヤ
が
少
旦
浪
入
す
る
．
）

第
2
層
b・・
・暗
褐
色
滉
礫
土
1M
(
赤
瓦
片
が
多
く
況
入
す
る
。）

筍
3
層
・・
出
色
況
土
礫
層
（
首
出
筍
一
国
民
学
校
が
肉
校
と
な
っ
た
19
4
1
年
以

降
に
、
崩
坑
し
た
石
積
み
の
一
部
が
堆
積
．
）

第
4
序・
・
・セ
メ
ン
ト
(S
DO
O
の
石
積
み
外
面
及
び
駁
面
に
塗
布
し
、
F/i
水
処
理

を
施
す
。
）

首
里
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
・

首
里
第
一
国
民
学
校
東
側
便
所
の
位
置
変
遷
②

第
U
A
り

1
:
1
1
~
第
一
尋
常
小
学
校

(19
1
治
4
5
・
大
正
元
年
～
昭
≪
1
6
年
以
前
）
項
の
創
"

筍
Il
B
期
：
甘
里
第
一
尋
常
小
学
校
（
昭
≪1
6
年
頃
）
に
制
作
さ
れ
た
「
甘
里

城
平
面
図
」
に
み
え
る
便
所

※
Il
A
則
：
赤
枠
、
Il
B
間
：
w
枠

1
-
杓
⑧

キ

-
-

.-一・

紐
l
J
 

『
＂炉
o
=
=、

第
8
0
図
B
・
C
-
1
1
便
所
：
第
11
期
（
溝
S
0
0
3
ほ
か
）
平
面
及
び
断
面
・
層
序

-
40
3 
-



上： B•C-11 S003ほかを南側上空より望
下： 同上 S003 東より西側を望む
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図版110 上： B •C -11 S003 北より南側を望む
下： 同上 SD03の一部を北より南側を望む
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図版111 上： B•C-11 S003内西壁（東より）
下： 同上 S003内東壁（西より）
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が造構掲載範囲）

第 44表第w期前半 SA09、S005 遺構観察表

ャ 121 111'  
＄位

•名 0 !Om " .. ~ 

; D-10 
~ 
10 .No.3 

石積み
石のサイズ

地区 残存長
幅 備考

造構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種類
厄み （関連迫構・迎構の重複）

挿図番号 残存裔 根石勾配
控え長

昭和8年以降～昭和20年頃までに存在した
建物。北側の一辺を欠くが東西方向に長い

レンガ様に
建物SA09の西隣には排

建物。造成土の上に建物の縁石と礎石、そ
16~40cm 水溝SD05を付属する。C-12・13 9m18cm 

して排水溝を設置する。礎石の間隔は80cm N83°30'W 成形した 8~14cm 昭和8年頃作製の 「旧首SA09 4m30cm 
の間隔。縁石は石灰岩をレンガ様に丁寧に 切り石。

13~20cm 里城図」には描かれてい第71・81図 8cm 
面取りした切り石を主に用いる。縁石周辺か

なし'.
ら板ガラスの破片が検出。床面の土盤から
砲弾破片が検出される。

昭和8年以降～昭和20年頃までに存在した

C-13 
3m88cm 建物に付屈する排水溝。南北方向に途切

レンガ様の 10~20cm 
建物逍構SA09に付属す

SD05 
16crn れながら存在。排水溝は造成土の上を掘り N6°30'E 切り石。 10cm 

る排水溝。深さ 抜いてからレンガ状に加工した切り石を設
20~43cm 第71・81区l

10cm 龍。縁石及び溝の底板や溝内部に漆喰を
塗付。
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図版112 上： C -12• 1 3 SA09、SD05を北側上空より望む
下： 同上 SA09 西壁（東より）
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図版113 上： C -12• 1 3 SA09 南より北側を望む
下： 同上 SD05、SA09 南より北側を望む
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図版114 上： C-12• 13 SA09 西より東側を望む
下： C-13 SOOS 北より南側を望む
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図版115上段左： C-12 •13 SA09、S005 東より西側を望む、上段右： C-13 S005 東より西側を望む
下段 ： 同上 SA09、S005 東より西側を望む
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「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）

ぶ心¥i

• D-10 
Dヽ

~ 
121 111 - I 

~ 
10ぬ.3 

も-~
•名 0 IOm a ァー

第45表第VI期前半 S004-B、S801 遺構観察表

地 区 残存長 石積み
石のサイズ

遺構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種類
幅 備考
厚み （関連追構・坦構の重複）

挿因番号 残存漏 根石勾配
控え長

首里第一小学校の便所。建物のサイズは第

C •D - 83図のとおり東西軸の長さ（桁行）が875cm 昭和8(1933)年頃の阪谷

16・17 6m56cm 
(5間弱。復元による桁行1050cm。)、南北軸 切り石とレ

18~64cm 
良之進編集の「旧首里城

SBOl 2m40cm 
の長さ（梁行）が350cm(2間弱。復元による N77°20'W 

ンガ状の 図」（第70図）に描かれた

第71・82・
梁行4375cm。)であった。当該辿構の一部 切り石。

16~44cm 
便所そのものであり、ほ

は、琉球王国時代の区画石積みを利用する ぽ当該迫構と重なる（第
83区］

が大半はレンガ状に加工した琉球石灰岩製 72図）。
の切り石を用いる。大正元年～昭和8年頃。

C •D- 首里第一小学校の便所内の小便用の溝。
昭和8(1933)年頃の阪谷

16・l 7 
3m28cm 小便用の溝は東側にある糞尿槽に流れる。

切り石。 良之進編集の「旧首里城
lm20cm 便所入口は北側にあり、士間はコーラル混じ N77°26'W 

SD04-B 
りの造成土の上にセメントを塗付。大正元年

図」（第70回）にみえる便
第71・82図

～昭和8年頃。
所とほぽ一致する。
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ャ
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宕 9 も ャ 町
0 0  
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＄ 冷 ャ

10
50
cm
 (
5 
!Ill
半
強
）

凡
例

胃
コ
ン
ク
リ
ー
ト

。
2
m
 

第
4
6
表
C
・
D
-
1
6
・
1
7
 S
B
0
1
 (便
所
）
の
規
模

〔
柱
間
：
5
問
半
（桁
行
1
0
間
桁
行
柱
間
寸
法
約
半
問
等
間
）
、

2
間
半
（梁
間
4
間
）
・
梁
行
柱
間
寸
法
約
半
問
等
問
）

柱
IBJ

サ
イ
ズ
(
c
m
)

絹
考

ア
・
イ

1
8
2
 5
 (与
2
lll
l) 

正
規
IH
I数
!IH
J
と

の
差
、
+7
m
m

イ
・
ウ

87
.5
 
(半
Ii暉
）

正
規
rm
数
半
1n1
と

の
差
、
-3
.4
cm

エ
・
オ

8
7.
5
 (
半

I川
~
)

同
上

オ
・
カ

8
7.
5
 (半
lrJ
弱
）

同
上

キ
・
ク

87
.5
 
(半
rm
弱
）

同
上

エ
・
キ

87
.5
 
(
半
IIり
弱
）

同
上

ク
・
オ

8
7
5
 (
半
I碑
I)

同
上

※
1
 I/
JI
= 
18
1.
8c
m
半
l/
ll
=9
0.
9c
m

※
残
存
す
る
柱
lffl
ア
～
ク
ま
で
の
柘
霞
.
79
2.
5c
m 
(41
1ll
半
切
与
4.
5
間
=8
18
.l
cm
)

正
規
1日
数
4.
5
間
と
の
差
25
.6
ml

※
•長
軸
方

1:,
1の
柱

IIり
は
5

111
1
(9
09
.0
cm
)
で
あ
る
が
、
図
上
で
の
実
際
の
距
雇
は
51
111
で
87
5.
知
n
を
謂
る
。
そ
の

誤
差
は
—
34

cn
,
と
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

r.
:.
mの
原
因
は
、
恐
ら
く
当

9寺
の
建
築
設
計
図

~I
上
は
柱

II
IJ
90
.9
cm
(半
間
）
で
lll!n
t・
さ
れ
、
火
際
の
施
行
で

は
、
柱
IIU
印
.5
cm
(半
IIU
弱
）
で
注
築
さ
れ
た
.
11'1
計
図
1
は上
と
施
行
上
と
の
誤
差
は
、
ー
3.
4c
m
と
長
さ
が
短
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図版116 上： C ・ D-16•17
下： 同上

・----
S801、S004-Bを北側上空より望む
S801、S004-B 北より南側を望む
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図版117 上： C ・ D-16•17 SB01、S004-B 西より東側を望む
下： 同上 SB01、S004-B 東より西側を望む

-430 -



図
版
11
8
..l:
.lll
左
：
C
・D
-1
6・
17
 S
6
01
、$
D
0
4
-
B
西
側
北
壁
（南
よ
り
）、
上
段
右
：
C
-
1
6
 S
6
01
、
$
D
0
4
-
B
東
劃
北
壁
（南
よ
り
）

下
段
：
 
同
上
S
6
0
1
、S
0
04
-B
隋
よ
り
北
側
を
望
む

-
4.'.
11
 -



b. 第VI期後半 （昭和24年～昭和58年： 1949年~1982年）・（第86図）

第VI期後半の追構は琉球大学創設に向けての造成が着手された昭和24(1949)年以降から西原町の新キャン

パスヘの移転が終了した昭和57(1982)年までの33年間の時期を当該期に設定した。

この時期は、琉球大学校舎建設工事に伴う岩盤の削平や基礎工事をはじめに校舎などの施設の増築 ・改築およ

び周辺整備がなされた。これに伴う建築物の基礎（石和みや裏込め石を含む）や植栽、そして送 ・排水管などの

各種工事で地形や地下の改変 （削平 ・掘削）がなされた。更に新キャンパスヘの移転に向けて実施された校舎な

どの施設の撤去工事が実施された。これらの工事で地下にその痕跡を留めていたものを追構として取り扱った。

発掘調査期間中において建物などの基礎跡及び石和みと植栽痕については、ある程度把握ができたが、送・排

水管などについては、その用途や機能を判断することが困難な状況であった。その為、過去に実施された京の内

地区より東側一帯の発掘調査に携わった発掘調査担当者や調査嘱託員および重機のオペレーターからの聞き取り

情報と発掘調査現場での確認をいただいた（註 17)。その聞き取りや現地確認の結果、東のアザナ一帯（巻首図

版4・5、第84図） にあった水タンク (3基） の撤去工事で発見された送水管と京の内地区から発掘された送

水管とは、同一の送水管との事であった。この送水管が東のアザナから京の内地区まで延びていることが発掘調

査で確認 （排水溝①から未撤去の送水管の出土や排水溝②の北壁に送水管の一部が残存）された。この送水管と

同種のものが綾門大道跡（註18)や真珠道跡（註19)の発掘調査でも発見されている。

以上のような状況を踏まえて今回の報告に際し逍構の性格などを把握する目的で、第84図の校舎配箆図と拡

大した配置図や航空写真（第88図 ・図版119)を基本にして第86図の辿構図を重ね合わせて、第85・87図の

ような直ね図を作成した。

発掘調査の結果（第86図）や重ね図（第85・87図）の状況からも窺えるように校舎建物の基礎跡は発掘調査

地区の南側に集中し、東南側が法文校舎の基礎、南西側は教育校舎の基礎とみられる。その他、調査区の北西側

一帯には送水管など埋設管の溝跡（以下、「排水溝」と表記する。）が集中する。当時の植栽痕は、北壁沿いに3

~4カ所確認できた。具体的に植栽の痕跡を示す穴が調査区の北東隅やSA01の苗壇中央縁石近くとSK01 (S 

A 19・20、SA28)の北東隅近く、そして第w期のSA27・SA 30 (第50因）で確認されている。
法文校舎の北側に東西に走る擁壁が切り石でもって構築されていたとの情報を聞き取り調査で入手できたの

で記録を残して大半を撤去 した。琉大の擁壁石和みとみられるのは3基が確認されたので、便宜的に「SA03」

及び 「琉球大学石租み① ・②」（第89~ 91園・ 第47表。図版120~ 122)に分けた。排水溝は発掘調査で確認

された順に①～④の番号を冠し、排水溝①～排水溝④（第 92 · 93 図 • 第48表。図版123~ 126)と表記した。

教育校舎の布掘り基礎は、 SD01 (第94図 ・第49表。図版127・128)、SD02 (第 95 回• 第49表。回版

129)の2基が確認されている。その他、 法文校舎から北側に抜ける道路直下の栗石が石列状に検出されたため、

SR 01 (第 96 図 • 第49表。固版130)と名称を付した。調査区の南東側一帯に法文学校舎の基礎跡が等間隔で

検出されている。基礎跡（以下、 「フーチン」と表記） は一辺が250cm前後のもので床にコンクリー トが流し敷

かれていた。調森区南西側に教育校舎の基礎跡が同様に確認されている。基礎跡は、個別に検出された順に番号

を付して「フーチン①」 ・「フーチン②」などと表記した。

註文献

註 17.当時の史跡整伽班長上原呼、埋蔵文化財関査嘱託員矢沢秀雄、京の内発掘閾査の委託業者松竹 譲氏の教示による。

註 18.沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告店第13集 「綾門大逍跡ー首毘城跡守礼門周辺発掘閾査報告魯ー」沖縄黙立挫蔵文化財センター

2003年 3月。（平成 10年度の発掘調査で調究担当者の金城屯信が確認。）

註 19. 沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告牲第51集 「首里城跡 ・真珠道跡一首里城跡守礼門東側地区 ・具珠道跡起点及び問辺発掘調査

報告~-』 沖縄県立埋蔵文化財センター 2009 年 3 月 。 （平成 19 年度の発掘関査で閾査担当の金城亀信が確認。 検出直後に那覇市下

水道課の職貝に現場で確認してもらったところ当該水逍管は、現在は使用されていない廃梨腎であり、琉球政府時代のものではない

かとの事であった）。
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第88図 旧首里城図（旧琉球大学校含配置図）

図版119 1984年琉球大学校舎西側部の拡大 国土地理院撮影(OK84-lX C-12-8) 
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~ 
下之御庭

＼ 
「京の内」跡遺構配置図 （朱色の枠内が追構掲載範囲）

第 47表第W期後半 SA03 遺構観察表

々 121 111 ~ 
＄周
•名
0 !Om <-

，， し一
• D-10 
辛
10船.3 

地 区 残存長 石積み
石のサイズ
幅 備考

迫構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 士軸方位 種類
厚み （閥連迫構・造構の重複）

挿図番号 残存高 根石勾配
控え長

石積み①
琉球大学法文学部校舎前面にあった建
物（第84~86図）と関係する北側の擁壁

検出直後
か。校舎の建物基礎（フーチング）の穴

の長さ
と平行するかのように東西方向に延びて 石積み①

21m00cm 
いた。聞き取り調査の結果、琉球大学建 石和み①

幅40cm
C - 11 •12 

森さ30cm。
設時期の迫構であることが判明したので 石和み① 切り石 本迫構の下位からSA02の

SA03 
石租み②

記録を取って除去。城内に在った切り石 N8°00'W 栗石やSD04-Aなどの遺
第86・

残存長
を擁壁として再度、使用しているようであ 石和み② 石和み② 石和み② 構が検出された。SA03は

89~91区l る。石積みは布租みで横目地がとおっ N85°30'W 切り石 18~40cm 造成土の上に設置。
120cm残

ている箇所もあった。便宜的に当該迫構 79° 28~30cm 
存幅26cm

の全面にあった石積みを「琉球大学石 23~35cm 
~40cm 

和み①」とし、当該迫構(SA03)を「琉球
残存高

大学 石和み②」と二つに分けた。昭和
32cm。

24 (1950)年頃～昭和57(1982)年。

＇ 
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＇ 図版120 上 ：C-11・12 SA03を南側上空より望む下： 同上 SA03ほかを南側上空より望む
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図版122 上： C-11・12SA03 北より南側を望む
下： 同上 SA03 東より西側を望む
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「京の内」跡遺構配置図（朱色の枠内が造構掲載範囲）

第48表第VI期後半排水溝①～④ 遺構観察表

＇ 

地 区 残存長 石 和み
石のサイズ

遺構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種類
幅 備考
厚み （閲連迫構・迫構の重複）

挿図番号 残存高 根石勾配
控え長

琉球大学の埋設送水管などの溝跡を
第rn期のSAlO(第33図）・

B•C - 総称して排水溝と仮称。当該排水溝埋
SA33(第39図）＇、第w期

25m80cm 設工事の際に第m期のSAlO(第33図）
13~16 のSA14(第49図）第V期

35~75cm ・SA33(第39図）、第w期のSA14(第 Nl6°00'W 
排水溝① のSA21・SA23(第58・64

60~75cm 49図）、第V期のSA21・SA23(第58・
第86・92囮

64図）、SA06(第59図）を毀損。昭和24
図）、 SA06(第59図）が関

(1949)年～昭和57(1982)年。 連する。

＂ 。当該排水溝埋設工事 第 I期のSK03(第20図）・
の際に第 I期のSK03(第20図）・SK03 SK03の延長（第21固）、第

B-14~16 17m の延長（第21図）、第凪期のSKOl(第 Ill期のSKOl(第44図）、第
排水溝② 60cm 44図）、第W期のSA14(第49図）、第 N45°00'W IV期のSA14(第49因）第
第86・92因 100cm VI期前半のSD07-A(第77図）を毀損。 VI期前半のS007-A(第

昭和24(1949)年～昭和57(1982)年。 77固）が関連する。

＂ 。当該排水溝埋
第 I期のSA24(第19図）、

B-15 4m65cm 設工事の際に第 1期のSA24(第19囮）、
第VI期前半のSD07-A

排水溝③ 80cm 第VI期前半のSD07-A(第77図）を毀 N21° 00'E 
（第77~)が関連する。

第86・92図 85cm 損。昭和24(1949)年～昭和57(1982) 
年。

II 。当該排水溝は上記排
水溝とほぽ並行して東西方向に延ぴて
いる。C-14グリットの西側に「コ」の字 第田期のSAlO(第33図）・

B•C-
27m50cm 

状のレンガ積みでセメントで目地を埋 SA33(第39図）、第w期
13~16 めた排水マスが検出されている。第m のSA14(第49図）、第V

140cm Nl7°00'W 
排水溝④ 期のSAlO(第33因） · SA33(第39~) 、 期のSA21・SA23(第58・
第86・92図

80cm 
第1V期のSA14(第49図）、第V期のS 64図）、 SA06(第59図）。
A21・SA23(第58・64図）、 SA06(第59
図）を毀損。昭和24(1949)年～昭和57
(1982)年。
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1
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4
左
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・
C
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＇ 図版125 上・下： B・ C- 1 4• 1 5 排水溝①～④を西側上空より望む
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図版126 上： B ・C-15•16 排水溝① ・② ・④を西側上空より望む
下： B・C-13.....,16排水溝①～④を西側上空より望む
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ーコご
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0 IOm 溶

一
• D-10 
~ 
10ぬ.3 

「京の内」跡遺構配覆図 （朱色の枠内が迫構掲載範囲）

第49表第VI期後半 S001、S002、SR01 遺構観察表

石積み
石のサイズ

地区 残存長
幅 備 考

迫構番号 残存幅 性格・形状・エ法・機能の推定時期など 主軸方位 種 類
瞑 み （関連迫構・迫構の重複）

挿図番号 残存科 根石勾配
控え長

琉球大学教育校舎の布掘り基礎で両
当該期のSD02とは平行ではC •D-15 5m00cm 端のフーチング（略称：フーチン）に繋

N24°45'E 
なく若干ずれている事から判

lm80cm がっている。岩盤を南北方向に溝状に
断すると校舎建て替えが2回

SDOl 
第86・94図 掘り下げる。昭和24(1949)年～昭和57

程度存在する。
(1982)年。

当該迫構で第rn期のSA17
琉球大学教育校舎の布掘り基礎で両

（第35~)を毀損。当該期のC •D - 16 4m39cm 端のフーチンに繋がっている。岩盤を
Nl9°15'E SDOlとは若干ずれている。

lm95cm 南北方向に溝状に掘り下げる。一部造
当該期の追構SDOlとの直

SD02 
第86・95図 成土を掘り下げている。昭和24(1949) 

線距離は12m前後であっ
年～昭和57(1982)年。

た。

琉球王国時代に下之御庭と京の内を

区画する石稽みがあったが、この区画
第V1期前半のSA02・SD03

石積みを大正元(1912)年の首里第一
（第79屈）の時期と平行か。

小学校校舎建設時に取り崩したものと
未計測

昭和8(1933)年頃に阪谷良
B-11 7m10cm 推定される。戦後、琉大造成時の際に

野面石。 之進編集の「113首里城囮」
崩れた石和みを道路の基礎や擁壁な N8° 35'E 

（第72因）に当該迫構の位四
SROl 4m04cm 
第86・96固 どの裏栗石として使用か。栗石の上に

は排水溝が通っているようで
造成土を敷いてその上から統一性のな

あるが溝の縁石や底石は検
いルーズな野面石を設憐する。南北方

出されていない。
向に延びるが中央で途切れている。大
正元(1912)年～昭和57(1982)年。

＇ 
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＇ 
曇••~

図版127 上： C• D -1 5 S001 (写真下方の溝）を西側上空より望む
下： 同上 S001 (写真中央より上の溝）を西より東側を望む
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図版128 上： C・D -15 S001 (写真右側の溝）を北より南側を望む
下： 同上 S001 (写真中央付近の溝）を東より西側を望む
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怜―SD02(琉大の布掘り甚礎跡） 一＿斗 4 
C-16 SB01南壁③

第 1咽… 暗黄色況土既陪

第2翔… 淡灰色混土礫翔

第 3陪・・・暗褐色土陪

第 4層… 黒褐色土粉

第 5~… 橙褐色土彬

第 6図… 茶褐色混礫土屈
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.. f ＇・一___Y;: ' 図版129 上： C・D-16SD02(写真中央より左のマンホールから手前に延びる溝）を北側上空より望む
下： 同上 SD02(写真中央畦の右側窪みが溝）を南より北側を望む

-483 -



＇ 

らジ

廷
応 C-11'--¥¥I 1-¥ ¥心

第96図 8-11石列SR01
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云翌 -図

図版130 上： B-11 SR01(写真中央の栗石溜り）を南側より望む
下：同上 SR01(写真手前から中央上部の栗石溜り）を北より南側を望む
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発掘而梢

剥査明1/Jl 潤査原因
収録迅跡名 所在地 市町村 迫跡番号 0 , H o , n 

m' 

沖お色縄なわけ県ん那な覇ば市し 26°12' 
31.32683" 

127°43' 
18,24229H 

し” りじょうあと 首し疇里りと当うの蔵くらち町ょう3丁目
那覇市

26. 12' 127°43' 
1994.11.21- 2,000 国営首里城公園整備事業

首里城跡 32.15599" 18,93019H 

• 色金んじ城ょう町ちょう1丁目 47201 26°12' 127°43' 1995.3.28 32_3534r 20.9726r 
26°12' 127°43' 
32.97711ll 20.97684H 

所収迫跡名 種別 主な時代 主 な迫梢 主 な逍物 特 祀 事項

金属製品（鐙の小札・峠・ 1459年の火災により焼失した倉庫

祭祀 中世 ・ 倉廊跡、 区画石栢み、
鎖帷子・釘・i送・銭貨等）、 跡が発掘された。この倉庫より陶磁

首里城跡 ガラス製品（小玉）、中 器類を主体とする一括賢料が得られ
空間 近世 御嶽、碑敷き、土堀 国産（青磁・臼磁•青花 ・

た。陶磁器類の整理 ・分類の結果、
褐釉陶器等）、中世陶器、

．．カムィ焼須恵器など。．．．．． 
椎定で 1,162個体を数えた。これら

'■ ·•• ••••••••••••••••••••••••••• ·•• ••••••••••••••••••• 

の出土品の中から平成 12年6月27

学校
本十産陶器、沖縄産 (+. 日付けで「沖縄県首里城京の内出土

施設 近・現代 建物跡、排水溝、石和み
器 ・瓦質土器 ・琳渦 ． 陶磁器 518点附ー、金屈製品一括

壁材 ・石製品 ・骨製品 附ー、ガラス玉一括」が考古汽料の
など 等）、釘など。 部で国の重要文化財に指定された。

~................................ 雫..雫.............................................. 疇..............前回は、重要文化財の中で未報告で

あった金屈製品及びガラス玉の一括

資料と新たに重要文化財の陶磁器と

の接合資料を報告した。今回は、平

成6年度調脊で検出された遺構のみ

を報告する。

昭和 61年度に首里城公園計画区内約 18haの内、首里城内郭の約4haが国営公園区域として整備する

ことが閣謡決定された。復元整備に伴う追梢確認潤査は、昭和 63年度から内閣府沖縄総合事務局 国営

沖縄記念公園事務所との委託を沖縄県教育委員会が受けて、南殿 ・北殿・御庭地区などの追構確認聞査

要約
を実施し、 平成4年度に首里城正殿 ・南殿 ・北殿などが復元整備され一部が開園した。未整備地区であっ

た 「京の内」地区の復元整備が課題とな り、整備に必要な基礎資料を得る目的で平成 6年度から平成 9

年度までの四カ年間に亘って発掘調査を実施した。その内、報告（平成6年度閤査の国の重要文化財が

出土した土堀SKOl及び石梢み SA33・34)済を除く、平成6年度調査の全ての追構について報告をおこな

う。出土遺物については、次回に報告をおこなう予定である。
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